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収 支 の 状 況
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⑧ 機関紙誌の発行その他の事業による収入
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資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括衷
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宣 誓 書

添 付 書 類(別 添の とお り1

① 領収欝 の乳

④ 政治資鑑 欝 罐(国 会謙 関鰍 治団体に限る・)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平 成 昭 年 '月7〃 臼

政 治 団 体 の 名 称 三曜 避転 御 盤暖途

会 計 責 任 者 の 氏 名

宇 苓 嘉5熱刊 ⑭ ⑳
/

代 表 者 の 氏 名 ⑳
(解散 の場合 に限る。)

(備 考)

「会計責任者の氏名」欄及び 「代表者の沃名」欄は
、記名押印又は署名 と

ヒ 由 曲

し、署名は必ず会計責任者本人及び代表者本人力泊 署す るこ と。
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政治資金監査報告書
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1 監査の概要 }
(1) 私は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、河村建
夫宇部後援会の平成25年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象
として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を

1
}
{

徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の目的が記載さ
れた振込明細書の写しを含む。以下同じ。)に ついて、支出に関する政治資金監査を行った。

華

}
(2) この政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定め るところによ り政治資金適正化委員会が {
定める 「政治資金監査 に関す る具体的な指針」 似 下 敏 治資金監査マニュアル」 とい う。)に

基づ き行 った。
}
}

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は徴 診

取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難
かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニ
ユアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、河村建夫衆議院議員の他政治団体の政治資金監査も含め、効率的に行な i
うため同議員の衆議院第二議員会館内事務所(東 京都千代田区永田町2-1-2)に おいて行っ }
た 。

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果 は、以下の とお りで ある。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収書等、領収

書等を徴 し難かった支出の明細書等が保存されていた。
(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿 には、当該 国会議員 関係政

治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責 E

任者が当該会計帳簿を備えていた。 }
(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1項 に規定する収支報 {
告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等に基づいて支出 {

1

の状況が表示 され ていた。 {
(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 について、領収書等を徴 し難 かった支 出の明細 1
書等は、会計帳簿 に基づ いて記載 されていた。 ;

3 業務制限 1
河村建夫宇部後援会 と私 との問には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る事実 はない。 i
また、河村建夫宇部後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との問におい
て も、 同様 で あ る。

以上
}
1

}!

{}
}

哩

}}

l
t

ミ

1
{


